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　小中一貫校が、結果として、こうした混乱を学校教育にもちこむことにつながるのでは

ないかと危惧します。

●地域のみんなが参加して、より良い教育をつくっていこう

　このほかにも様々な論点があると思います。「中間報告」では、再来年の４月から小中

一貫校をスタートさせるとしていますが、実施先にありきではなく、行政・先生・父母・

地域住民などが、きたんなく十分に議論できる場を設けることを求めます。

　そして、教育の危機がさけばれる今こそ、みんながいっしょになって、知恵を出し合い、

より良い学校教育の実現めざして力を合わせていくことを呼びかけます。

羽村民報原稿　０８年５月２１日

＜大見出し＞
小中一貫校計画
結論さきにありきではなく、父母や先
生の声を聞き、十分な議論を

・・・武蔵野・３中だけの問題に限定
しない。

＜リード＞
　羽村市教育委員会が設置をした検討
委員会は、平成22年度から、「小中一
貫教育校」を武蔵野小学校と３中でお
こなうこと、その後、結果を見て、全
市的に展開していくとした「中間報告
」を発表しました。いじめ、不登校、
学力の問題、先生の不祥事など、課題
が山積の学校教育が、小中一貫校の設
置でよくなるのかどうか、考えてみま
した。

＜小中一貫校はもう決まったの？－－
教育委員会は「やる・やらないも含め
てこれから議論する」と＞

　マスコミでは「小中一貫校(２０)１
０年度開校へ」との報道がなされてい
ます。市民からは「小中一貫校にする
ことがいつの間に決まったの？羽村学
園っていうんだって？」などの声も寄
せられています。
　しかし、教育委員会は「あくまでも
中間報告が提出された段階であって、
やる・やらないも含めてこれから議論
をしていく」と説明をしています。
　市内の小中学校で実施されている２
学期制。「十分な説明や議論なしに実
施にうつされ、しかも効果がどうだっ
たのかの検証はなされていない」と根
強い疑問の声があります。
　同じように今回の小中一貫校構想に
ついても、教育委員会のトップダウン
で事がすすめられてしまい、子ども・
父母・先生がおきざりにされてしまう
のでは？という危惧を感じます。
　子どもをめぐる様々な課題の解決の
ためには、学校だけでなく、家庭・地
域・行政が協力して、知恵を集めてと
りくんでいくことが不可欠です。小中
一貫校構想についても全市民的に十分
な議論をおこなったうえで、どうして
いくのが最良なのか考えていくことが
必要ではないでしょうか。

＜中間報告ではどんなことが示された
の？＞

　「中間報告」では、これまでの小学
校６年・中学校３年から、前期（１～
４年）・中期（５～７年）・後期（８
、９年）に区分けを変更するとしてい
ます。また、中期から、中学校でおこ
なっている教科担任制を導入します。

　一貫校の効果として①きめ細かい指
導による個性や能力の伸長②創意工夫
を生かした教育活動③異年齢交流によ
る人間性や社会性の育成④学力の向上
⑤いじめ問題などへの迅速な対応⑥中
学入学にたいする不安解消⑦学校と地
域との連携強化、が掲げられています
。
　また、小学生からの英語の継続的な
指導、特色ある学びとして「羽村学・
人間学・親学」をおこない、国際化へ
の対応や、郷土を愛し、守っていくこ
とのできる態度や能力を身に付けられ
るようにするとしています。
　まず武蔵野小と３中をモデル校とし
てスタートさせ、その成果を検証しな
がら、全市的な小中一貫教育を構築し
ていくとしています。現在、松林小・
富士見小学区の子どもは、３中と２中
へ分かれて通っていますが、一定期間
経過後は、２中への通学を基本とする
よう変更します。また、小中一貫校の
うち一定人数については、全市的に学
校選択で通学を可能にし、その後、全
市的な学校選択制についても検討して
いくとしています。

＜小中一貫校にして期待できる点は？
＞

　中間報告に示されている一貫校の効
果は抽象的で、「どうして一貫校にす
ることが必要なのか」との疑問がまず
うかびます。その中で、子どもにとっ
て良い面が生まれるのでは、と感じる
点がいくつかあります。
●小・中学校生の交流がすすみ、低学
年の子どもには成長の目標がうまれ、
高学年の子どもには自覚がうまれる。
　２年前から小中一貫校をはじめてい
る三鷹市での経験では、小学生・中学
生の交流活動をつうじて、小学生にと
って中学生が憧れの対象になっている
こと、中学生は小学生の面倒を見よう
という意識が高まっていることが報告
されています。異年齢同士のこうした
相互作用は子どもの成長にとって大切
なことだと感じます。

●小・中学校の先生同士の情報交換が
すすみ、子どもを９年間のつながりで
とらえることができるようになる。
　子どもの成長を連続的にとらえるこ
とは大切です。そのためにも小学校と
中学校の先生同士の情報交換を活発に
し、何か問題がおきたときには連携し
て対応に当たれるようにすることは必
要ではないでしょうか。

ただし、これらのことは、小中一貫校
にしなくても、いくらでもやりようが
あるのでは？と感じます。

＜小中一貫校で心配な点は？＞

　同時に、子どもにとって良くない方
向にむかってしまうのではという心配
があります。
●先生の多忙化がすすみ、授業の準備
が不足したり、子どもに対応する時間
が短くなりはしないか。
　三鷹市の一貫校では、先生の仕事が
週１０時間から数十時間増えたとの報
告がなされています。新しい仕組みづ
くりや会議のために時間がとられ、結
局、授業の準備が不足したり、子ども
に対応する時間が削られてしまっては
本末転倒です。
　羽村市教育委員会は人員の補充をお
こなうと言っていますが、十分なもの
になるかどうか保障はありません。

●全市的な展開をおこなう際に、隣接
校でないため、連携に無理が生じるの
ではないか。
　武蔵野小と３中は隣接しているため
、連携はやりやすいでしょう。しかし
、１中、２中学区は学校同士に距離が
あるため、先生や子どもの移動に時間
をとられるなど、負担が大きいのでは
ないでしょうか。

●学校選択制の導入により、学校間・
子ども間の競争激化、格差の固定化、
地域との連携の断絶などがおきはしな
いか。
　学校選択制は、学校間の競走を生み
出して点数至上主義を助長したり、人
気校と不人気校が固定化したり、地域
と学校のつながりを断ち切ったりと様
々な弊害が指摘されています。
　小中一貫校が、こうした混乱を学校
教育にもちこむことにつながるのでは
ないかと危惧します。

＜地域のみんなが参加して、より良い
教育をつくっていこう＞

　このほかにも様々な論点があると思
います。「中間報告」では、再来年の
４月から小中一貫校をスタートさせる
としていますが、実施先にありきでは
なく、教育委員会、先生、父母、地域
住民などが、きたんなく十分に議論で
きる場を設けることを求めます。そし
て、教育の危機がさけばれる今こそ、
みんながいっしょになって、知恵を出
し合い、より良い学校教育の実現めざ
して力を合わせていくことを呼びかけ
ます。

＜囲み＞
西口区画整理を見直し、教育の充実な
どに予算をふりむけるべき
日本共産党羽村市議団の提案

　多くの市民の反対をよそに、年間４
億円のお金が羽村駅西口区画整理につ
かわれています。共産党羽村市議団は
、この開発計画を見直して、市民の声
を聞いたものに変更していくこと、む
だな予算を削り、福祉や教育に振り向
けることを提案しています。今年の３
月議会でも、すべての小学校１・２年
生クラスを３５人以下学級にすること
、小学校１年生の全クラスに学習サポ
ーターの先生を配置する予算組み替え
案を提案しました。

西口区画整理を見直し、教育の充実などに予算をふりむけるべき

－－日本共産党羽村市議団の提案

　私たちは、まず教育予算の抜本的な増額をはかり、少人数学級の実施や学習サポ

ーターの増員など、教育条件の改善をはかることが大切だと考えています。

　そのためにも、羽村駅西口区画整理など、市民の反対が大きく、無駄が多い事業

の見直しが必要だと考えています。

　今年の３月議会でも、西口区画整理につかう予算のうち１億５千万円を、教育・

福祉などにまわす提案をおこないました。

（教育に関わることでは、すべての小学校１・２年生クラスを３５人以下学級にする

こと、小学校１年生の全クラスに学習サポーターの先生を配置する提案をおこない

ました。年間４６００万円の予算で実現できます。）

★無料法律相談のお知らせ

６月１０日(火)午後1時30分からです。

事前に予約が必要です。お気軽にご連絡ください。

・中原まさゆき　５５４－１１６３

・市川英子　　　５５４－１１４０

・鈴木たくや　　０８０－１０５８－９４５０

　２年前から小中一貫校をはじめている三鷹市での経験では、小学生・中学生の交流活動

をつうじて、小学生にとって中学生が憧れの対象になっていること、中学生は小学生の面

倒を見ようという意識が高まっていることが報告されています。異年齢同士のこうした相

互作用は子どもの成長にとって大切なことだと感じます。

◆小・中学校の先生同士の情報交換がすすみ、子どもを９年間のつながりでとらえること

ができるようになるのでは。

　子どもの成長を継続的にとらえることは大切です。そのためにも小学校と中学校の先生

同士の情報交換を活発にし、何か問題がおきたときには連携して対応に当たれるようにす

ることは必要ではないでしょうか。

　　　・・・ただし、これらの点は、小中一貫校にしなくても、いくらでもやりようがあ

　　　　　　るのでは？と感じます。
　

●小中一貫校で心配な点は？

　同時に、子どもにとって良くない方向にむかってしまうのではという心配があります。

◆先生の多忙化がすすみ、授業の準備が不足したり、子どもに対応する時間が短くなりは

しないか。

　三鷹市の一貫校では、先生の仕事が週に１０時間から数十時間増えたとの報告がなされ

ています。新しい仕組みづくりや会議のために時間がとられ、結局、授業の準備が不足し

たり、子どもに対応する時間が削られてしまっては本末転倒です。

　羽村市教育委員会は人員の補充をおこなうと言っていますが、十分なものになるかどう

か保障はありません。

◆全市的な展開をおこなう際に、隣接校でないため、連携に無理が生じるのではないか。

　武蔵野小と３中は隣接しているため、連携はやりやすいでしょう。しかし、１中、２中

学区は学校同士に距離があるため、先生や子どもの移動に時間をとられるなど、負担が大

きいのではないでしょうか。

◆学校選択制の導入により、学校間・子ども間の

競争激化、格差の固定化、地域との連携の断絶な

どがおきはしないか。

　学校選択制は、学校間の競争を生み出して点数

至上主義を助長したり、人気校と不人気校が固定

化したり、地域と学校のつながりを断ち切ったり

と様々な弊害が指摘されています。
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★市のＨＰに「中間報告」が掲載されています。

★ご意見などぜひお寄せください。


